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[緒言]

ア メ リカ人 舞 踊 家 トリシ ャ ・ブ ラ ウ ン(Trisha

Brown)は, 1962年 に始 ま る前 衛 的 実験 的 コ ラ ボ

レー シ ョ ンで あ つた ジ ャ ド ソ ン ・ダ ン ス ・シ ア

ター(Judson Dance Theater)の 主 要 な メ ンバ ー

の一 人 で あ った 。

筆 者 に と って, 60年 代 か ら70年 代 の ブ ラ ウ ンの

印 象 は, ポ ス トモ ダ ン ダ ン ス(post modern

dance)の 舞踊 家 の一 人 で あ り, そ の 作 品 は 前 衛

作 曲家 で あ る ジ ョン ・ケー ジ(John Cage)の 思

想 とも共 通 す る偶 然 性, 不確 定 性 等 の概 念 を 舞 踊

の世 界 で実 現 し よ う七 た もの で, 極 め て急 進 的 で

あ った 。60年 代 ジ ャ ドソ ンで の作 品や, 革 紐 で 体

を支 え壁 を 歩 くウ ォー キ ング ・オ ン ・ザ ・ウ ォー

ル(Walking on the Wall, 1971)を は じめ とす る

そ の 当時 の ブ ラ ウ ンの作 品 は, 「新 しい 舞 踊 」 と

して ダ ンスの 概 念 を 広 げ る もの とされ た 一 方 で, 

「そ れ が, ダ ンス な の だ ろ うか?」 と い つた 疑 問

を 引 き起 した(キ セ ル ゴフ1976, 26)。 舞 踊 技 術 の

排 除, 素 人 の 起 用, 衣装 や 上演 空 間 につ いて もそ

れ ま で の舞 踊 作 品 の概 念 を覆 す 活 動 は, 一 部 の 芸

術 家 や 音 楽 家 に は 絶賛 され た が, 多 くの舞 踊 家 や

批 評 家 に は 手 厳 し く批判 され るか 無 視 され た の で

あ る。 しか し, 筆 者 が ニ ュー ヨー ク大 学 大 学 院 修

土 課 程 在 学 中(1989～1991), 80年 代 か ら90年 代

の ブ ラ ウン の作 品 を 見 る機 会 に恵 まれ, ブ ラ ウ ン

の作 風 が 時 と共 に 大 き く変 容 した こと を認 識 した 。

現 在 の ブ ラ ウ ンの 作 品 は, 60年 代 の作 品 群 と異 な

り, きわ め て 様 式 的 で精 錬 され, 熟 達 した 舞 踊 技

術 を もつ ダ ンサ ーに よ って演 じ られ る完 成 度 の高

い もの で あ る。1985年 以 来1993年 ま で ニ ュー ヨ ー

ク, シ テ ィ ・セ ン タ ー ・シア タ ー で, た びた び, 

作 品発 表 を行 い 多 くの 観 客 を 集 め て い る。 また ア

メ リカ 国 内 のみ な らず フ ラ ンス で の ブ ラ ウ ン の知

名 度 は非 常 に 高 く, セ ン トル ・ナ テ ィオ ナ ァル ・

ド ・ダ ンス ・コンテ ンポ レー ヌ(CentreNational

de Danse Contemporaine)の ス ポ ンサ ー シ ップを

得, フ ラ ンスで 高 い 評 価 を 受 け た り(ジ ョウ ィ ッ

ト, 1990, 44-45), ド ミニ ク ・バ グ エ(Dominique

Bagouet)の 舞 踊 団 に 招 か れ ワ ン ・ス トー リー ・

ア ズ ・イ ン ・フ ォ ー リ ン グ(One Story as in

falling, 1992)を 振 り付 け る な ど, フ ラ ンス で の

活躍 も注 目され て い る。

現在 の ブ ラ ウ ン の作 品 を み て 「これ が ダ ンス な

の だ ろ うか?」 とい った 疑 問 を い だ く人 は まず い

な い で あ ろ う。 それ な ら ば, 60年 代70年 代 の数 々

の 試 み は, ブ ラ ウ ンに と って どの よ うな 意 味 を も

ち, また, 現 在 の作 品 の中 に ど う息 づ い て い る の

だ ろ うか。

[目 的]

本稿 で は, 1960年 代 ジ ャ ドソ ン期 か ら1970年 代

に 大 き く変 容 し1980年 代 に い た る ブ ラ ウ ンの作 品

を 検討 し, そ の変 容 と近 年 の 作 品 に も今 な お残 る

60年 代 的傾 向 を 明 らか に す る もの で あ る。

[先行 研 究]

1. サ リー ・バ ー ンズ(Sally Banes)は, ジ ャ ド

ソ ン期 の トゥ リ リ ゥム(Trillium, 1962)か ら ソ

ロ作 品 ウ ォー タ ー モ ー タ ー(Watermotir, 1978)

まで の 主要 作 品 につ いて, そ れ らの 基礎 とな る コ

ンセ プ ト, 振 付 法, 動 きや 作 品 構 造 とそ れ らの変

遷iを検 討 して い る(バ ー ンズ198字, 77-91)。

2. マ リ ア ン ・ゴ ー ル ドバ ー ク(Marianne

Goldberg)は, 80年 代 に 至 つて の ブ ラ ウ ンの複 雑

な ス タイ ルや 高度 技 術 を 含 む 動 きは, 一 見 ジ ャ ド

ソ ンの 美学 に反 す る よ うに 見 え るが, 実 は それ ら

初 期 の実 験 的試 み の中 に そ の 基礎 が あ る と して い

る。 そ して, 当時 の最 新 作 で あ る ラテ ラル ・パ ス

(Lateral Pass, 1985)に つ い て 検 討 して い る

(ゴ ール ドバ ー グ1986, 153-154)。

[研 究方 法]

1. 1958年 か ら1994年 に いた る ブ ラ ウ ンの舞 踊 創

作 活 動 を検 討 し, 芸 術 観 の形 成 過 程 を 明確 に した。

(考 察1)

2. 1964年 ～1983年 に 初 演 さ れ た3作 品 に つ い

て, ビデ オ に よ り概 要 を 把 握 した 。 また, そ れ ら

の 空 間構 成 や 動 きを検 討 し作 品 の 特 色 を 明確 に し

た 。(考 察2)

本稿 で は, ジ ャ ドソ ン 期 の作 品 か ら ル ー ル

ゲ ー ム5(Rykegane 5, 1964), 70年 代 初 頭 の ブ

ラ ウ ンの作 品 コ ンセ プ トと して 名 高 い[累 積]の

作 品 群 か ら, ブ ラ ウ ン に よ る ソ ロ作 品 プ ライ マ

リー ・ア キ ュ ミ ュ レー シ ョ ン(Prunart Accy-

mmlation, 1972)の グル ー プ ・バ ー ジ ョンで あ る

グル ー プ ・フ。ライ マ リー ・ア キ ュ ミュ レー シ ョン

(Group Primary Accumulation, 1972), 音楽 や

舞 台 美 術 を組 み 入れ た大 規 模 な劇 場 作 品 の 中 で ブ

ラ ウ ン独 特 の 動 き が 明 確 な セ ッ ト ・ア ン ド ・ リ

セ ッ ト(Setand Reset, 1983)を 取 り上 げ た(表
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1参 照)。尚, ル ール ゲ ー ム5に つ い て は, 作 品全

体 を把 握 で き る 当 時 のVTRが 残 存 しな い た め, 

1991年 ニ ュー一ヨー ク大 学 に お い て 行 わ れ た 舞踊 批

評 家 デ ボ ラ ・ジ ョウ ィ ッ ト(Deb0rahJowitt)に

よる ワー ク シ ョ ヅフ. で 再 現 され た 作 品 を参 考 と し

た。

3. ヴ ィ レ ッジ ・ヴ ォイ ス, ドラマ ・レヴ ュ ー, 

ニ ュー ヨー ク ・タ イ ムズ, ダ ンス ・マ ガ ジ ン等 の

ブ ラ ウ ン に関 す る記 事, サ リー ・バ ー ンズ とブ ラ

ウ ン自身 の著 述 を4つ の 観 点 か ら検 討 し, ジ ャ ド

ソ ン期 か ら1983年 まで の 作 品 の 特 性 とそ の変 容 を

明確 に した 。(考 察3)

[考 察1]芸 術 観 の 形 成

トリシ ャ ・ブ ラ ウ ン(1936～)の 舞踊 歴 は, 生

まれ 故 郷 ワシ ン トン州 アバ デ ィ ー ンで の 高校 時代

に始 ま る。 ミル ズ ・カ レ ッジで ダ ンス を 専攻 した

ブ ラ ウ ンは, グ ラ ー ム ・テ ク ニ ック, ル イ ・ホ ル

ス トの ダ ン ス ・コ ン ポ ジ シ ョンの ク ラス を取 つた。

また コネチ カ ッ ト ・カ レ ッジの 夏 期 講 習 で は, ド

リス ・ハ ン フ リー, ホ セ ・リモ ン, マ ース ・カニ

ン グハ ム等 に も学 ん だ 。 オ ー ソ ド ックス な モ ダ ン

ダ ン ス の訓 練 を 受 け た ブ ラ ウ ンは, 1958年 か ら2

年 間 リー ド ・カ レ ッジに 新 設 され た ダ ンス科 で教

鞭 を と り, 従 来 の モ ダ ンダ ンス 教授 法 を行 うが, 

数 ヵ月後 に は, 即 興 を 含 ん だ 独 自の教 授 を試 み た。

ブ ラ ウ ンは この時 期 を 「独 自の 動 きの ボ キ ャブ ラ

リー を 開発 し始 め た 時 期 」 で あ る と述 べ て い る

(ブ ラ ウ ン21975, 20)。

1) ア ン ・ハル フ。リン(AnnHalprin)の 影 響

ブ ラ ウ ン に 大 き な 影 響 を 与 え た 舞 踊 家 と し

て, ア ン ・ハ ル プ リン を あ げ る こ と が で き る。

1960年 夏, サ ン ・フ ラ ン シス コの ハ ル フ. リンの も

とに は, シモ ー ヌ ・フ ォル テ ィ(Simone Forti), 

イ ボ ン ヌ ・レイ ナ ー(Yvonne Rainer)な ど, 後 に

ブ ラ ウ ン ら と ともに ジ ャ ドソ ンの 主 要 メ ンバ ー と

な る人 々 が集 ま つ て いた 。 この ワ ー ク シ ョップ で

は, 舞 踊 の領 域 を 超 えた あ らゆ る動 きの使 用, さ

ま ざ ま な即 興 に よ る 動 き の 開 発, 劇 場 外 で の パ

フ ォー マ ンス な どを 行 つて お り(ブ ラ ウ ン21975, 

20-21), 60年 代 に ジ ャ ドソ ン ・ダ ン ス ・シ ア

タ ー で盛 ん に行 わ れ た 試 み は す で に 西海 岸 の ハ ル

プ リ ンの もと で も始 ま って い た とい え るで あ ろ う。

この後, 約10年 間 の ブ ラ ウ ンの作 品 を 見 る と き, 

これ らの創 作 方 法 か らの 影 響 は 明 らか で あ る。 こ

れ は, 舞 踊 作 品 の価 値 は, 「見 る人 に で は な く踊

る 人 自身 の経 験 に あ る(ジ ー ン ・M. ブ ラ ウ ン

1989, 163)。」 とす る傾 向 を も つ ハ ル フ. リ ンの 思

想 と通 ず る も のが あ り, ジ ャ ドソ ン, グ ラ ン ド ・

表1 対象作品

*注 記 、 ソ ロ作 品Primary Accumulationと し て1972年 初 演(Group Primary Accumulation, Set and

Resetに つ い て は ニ ュ ー ヨ ー ク 市 立 図 書 館 所 蔵 ビ デ オ 参 照)
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ユ ニ オ ンを経 て, 劇 場 作 品 に 取 り組 む よ うに な る

まで の ブ ラ ウ ンを 大 き く支 配 して い た と推 察 され

る。

2) ロバ ー ト ・ダ ン(Robert Dunn)の ワ ー ク
プ

シ ョ ッ フ

1960年 秋, ニ ュ ー ヨ ー クに移 り住 ん だ ブ ラ ウ

ンは, フ ォル テ ィや デ ィ ッ ク ・ レヴ ィ ン(Dick

Levine)と の 創作 活 動 の一 方, マ ー ス ・カ ニ ング

ハ ム(Merce Cunningham)の ス タ ジ オ で の ロ

バ ー ト ・ダ ン の ワー ク シ ョ ップ に参 加 した。 ダ ン

は ジ ョン ・ケ ー ジの 偶 然 性 と不確 定 性 の コ ンセ プ

トを, ダ ン スに 応 用 し よ うと して い た。 ダ ンの ク

ラス は, そ れ ぞ れ の 作 品 を 演 じ, 動 きや, 作 品構

造, 見 る者 と振 付 家 の 意 図 の ず れ な どにつ い て, 

分 析 し論 じ合 うとい った もの で あ った。 ダ ンの一

人一 人 に対 す る作 品 分 析 や, 評価 判 定 しな い批 評

は, ブ ラ ウ ンに と って, 振 付 家 と して の新 た な も

の に取 り組 ん で 行 く勇 気 を 与 え られ, 激 励 され る

機 会 で あ った(ブ ラ ウ ン21975, 24)。 ダ ン の

ワー ク シ ョ ップ の生 徒 が 中 心 とな って1962年7月

6日 ジ ャ ドソン ・ダ ンス ・シ ア ター の 第一 回公 演

が催 され る事 とな つた 。

3) ジ ャ ドソン ・ダ ンス ・シ ア ター

この ジ ャ ドソンで ブ ラ ウ ンは, 立 つ, 座 る, 

横 たわ る とい った 単 純 な 動 作 を 基 本 とす る トゥ リ

リ ゥム(Trillium, 1962)を 初 め と し,「Oh no!」

と叫 ぶ と共 に 出 来 る 限 りゆ つ く りと横 に 倒 れ る

パ ー ト ・オ ブ ・ア ・タ ー ゲ ヅ ト(Part of a

Target, 1963), ル ール に従 って5人 の 演 者 が 並

列 した 線 上 を 歩 く ル ー ル ゲ ー ム5(Rulegamme

5, 1964), 映 写 機 を 背 負 い 自分 の 姿 を 映 し 出 し

な が ら一 連 の 日 常 動 作 を 潰 じ る ホ ー ム メ ー ド

(Homemade, 1965)な どの作 品 を発 表 した。 他

の 作 者 に よる作 品 と同様 に, そ れ らは50年 代 まで

の モ ダ ンダ ンス の範 疇 か ら動 き, 空 間, ダ ンサ ー

な ど多 くの面 で逸 脱 す る も の で あ り, 一 般 的 な 舞

踊 の概 念 を揺 さぶ る活 動 で あ った 。 演 者 は 舞 踊 に

関 して 素 人 を含 む こ と も しば しば あ った 。 動 きは

平 凡 で 日常 的 な動 作 をそ の ま ま に行 うもの で あ っ

た り, 舞踊 的 高度 さ とは別 の観 点 で 肉体 的 強 靱 さ

を 必 要 とす る場 合 もあ った。 いず れ にせ よ, 感 情

的 ・物 語 的 背 景 を もたず, バ レエ は も ち ろん の こ

と, 従 来 の モ ダ ンダ ンス の舞 踊 技 術 は排 除 され て

い た 。 衣 装 や 照 明 や道 具 に よる劇 的 効 果 を 利 用 す

る こ と もな く, 多 くは 日常 着 で生 の照 明 の も とで

行 わ れ た 。従 来 の舞 踊 技 術 や 舞 踊 的 劇 場 的 な 錯 覚

(illusion)は, ジ ャ ドソ ンで は タ ブ ー で あ った と

捕 らえ る こ とが 出来 る注1)。

4) ジ ャ ドソ ン期 以後

ジ ャ ドソ ンの 主要 メ ンバ ー た ちが そ れ ぞ れ 独

自 の活 動 を 展 開 し始 め た1968年 か ら, ブ ラ ウ ンが

取 り組 ん だ の は, イ クイ プ メ ン ト ・ピー シ ー ズ

(Equipment Pieces)と 呼 ば れ る 作 品 群 で あ っ

た 。 穴 の 空 い た垂 直 な壁 を伝 い 歩 く 「プ レー ンズ

(Planes, 1968)」 ホ イ ッ トニ ー ・ミュ ー ジ ア ムの

壁 を 滑 車 に 吊 る され, 壁 に対 して 垂 直 な 状態 で歩

く 「ウ ォ ーキ ング ・オ ン ・ザ ・ウ ォール」 な どが

代 表 作 で あ る。 これ らの作 品 は, 観 客 の 空 間認 識

を 日常 とは 異 な る局 面 に導 くも ので あ つた1

5)1970年 代

1970年 代 に 入 って レイ ナ ー, パ クス トンな ど

と グ ラ ン ド ・ユ ニ オ ン(Grand Union)と 呼 ば れ

る即 興 グル ープ で活 動 す る と共 に, 「累 積 」や 「立

方 体 シス テ ム」 な どの知 的 な シ ステ ムに 基 づ い た

新 しい 動 きの 開発 を試 み る よ うに な り, しだ い に

複 雑 で 流 動 的 な独 自の動 き の ス タイ ル を 確 立 して

くる。1978年 の ソ ロ作 品 ウ ォー タ ー モ ー タ ーの 動

きに は, 現 在 の ブ ラ ウ ンの動 き の特 徴 が 伺 え る。

そ して, この 動 きの複 雑 化 に ともな い, 舞 踊 技 術

を も った ダ ンサ ー を使 う よ うに な る。 ブル ック リ

ン ・ア カデ ミー ・オ ブ ・ ミュ ー ジ ッ ク(BAM)

に お け るネ ヅクス ト ・ウ ェー ブ ・フ ェステ ィバ ル

で の 作 品 発表 の機 会 を得 た ブ ラ ウ ンは, 1979年 の

「グ ラ シ ャル ・デ ィ コ イ(Gracial Decoy)」 か

ら, ロ バ ー ト ・ ロ ー シ ェ ン バ ー グ(Robert

Rauschenberg)を は じめ とす る 著 名 な 美 術 家 や

音 楽 家 との 共 同 作 業 に よる大 規 模 な劇 場 作 品 を 創

り出 し, 幅 広 い 観 客層 に受 け入 れ られ る事 とな る。

6) 1980年 代

「オー バ ル ・ル ー プ(Opal Loop, 1980)」 「サ

ン ・オ ブ ・ゴ ー ン ・フ ィ シ ン(Son of Gone

Ffshin, 1981)」 「セ ッ ト ・ア ン ド ・リセ ッ ト(Set

and Reset, 1983)」 「ラ テ ラル ・パ ス(Lateral

Pass, 1985)」 「ニ ュー ア ー ク(Newark, 1987)」

「ア ス ト ラ ル ・ コ ン バ ー テ ィ ブ ル ・(Astral

Convertible, 1989)」 な どの作 品 を 振 付 け, 舞 踊

家 と して安 定 した 活 動 を 展 開 して きた ブ ラ ウ ンで

あ る。 これ ら は, 60年 代 に は 見 られ な か った大 掛

か りな舞 台美 術 を使 い, 劇 場 な らで は の工 夫 を凝

ら した作 品 で あ るが, 感 情 や 意 味 内容 を もた な い

純 粋 な動 き に拘 り, ダ ンサ ー との 共 同作 業 の 中 に

新 た な動 きを生 み 出す と い う創 作 方 法注2)に60年代

以 来 の作 品創 作 との共 通 点 を 見 い だ す こ とが で き

る。

[考 察2]作 品概 要 と分 析

1)「 ル ー ル ゲ ー ム ・フ ァイ ブ(1964)」 以 下RG5

5人 の演 者 が平 行 に テ ー プを 張 られ た7本 の

線 上 を歩 く(又 は 這 う)が, 進 む に した が つ て

「高 い 姿勢 か ら低 い姿 勢 」 に レベ ル を変 化 させ る

とい うル ー ル に従 つ て演 じられ る。 最 初 の線 上 を

1人 の 演 者 が普 通 に歩 き始 め る。2人 目が始 め る

と, 最 初 の 演 者 は や や 膝 を 曲 げ て 進 ま ね ば な ら

ず, 新 た に 人 が加 わ る ご とに さ らに 膝 を 曲 げ, 5

人 目が加 わ つ た とき には 這 うこ とに な る。 す れ 違
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い ざ まに お 互 い の 高 さを見 て 「少 し高 く(低 く)」

な どの 言 語 指示 に よ り姿 勢 を調 整 す る。

表2は60年 代 か ら80年 代 にか け て の作 品 構 成

要 素 の 質 的 変化 を ま とめ た もの で あ る。 以 下 アル

フ ァベ ッ トは表2に 対 応 す る。

RG5は 明確 な ル ー ル に 従 つた 即 興 作 品 で あ

り, 「歩 く(或 い は這 う)」 とい った 日常 的 な動 作

が 基 本 で あ る(A)。 ル ール に 従 う こ と で 強 い ら

れ る不 自然 な 姿 勢 や動 作 は, そ の不 自然 さや 動 作

を 遂 行 す るた め の 努 力 を 隠す こ とな くあ りの ま ま

に 行 わ れ る(B・C)。 使 用 され る空 間 は7本 の

線 上 に 限 られ(H), 高 低 の 変 化 を つ け て 移 動 す

る とい う単 純 な 空 間構 成 で あ り(D), 観 客 は 作

品 の 背 景 に あ るル ー ル を容 易 に把 握 す る こ とが で

き る(E)。 演 者 に は 舞 踊 に 関 して は 素 人 も含 ま

れ て い た(F)。 音 楽 な し(G)。 統 一 性 の な い 日

常 着 使 用(1)。

2)「 グル ー プ ・プ ライ マ リー ・ア キ ュ ミュ レー

シ ョン(1972)」 以 下GPA

4人 の ダ ンサ ーが, 仰 向 け にね て, 完 壁 な ユ

ニ ゾ ンで, 「片 肘 を 曲げ る」 「同 じ腕 を垂 直 に上 げ

る」 「ひ ざ を 曲げ る」 「腰 を捻 る」 等 の単 純 な動 き

を1, 1・2, 1・2・3, 1・2・3・4… …

と累 積 して ゆ く。29番 目 と30番 目の 動 作 で ダ ン

サ ーは45度 回 転 し, こ こ ま で が 一 連 の ダ ン ス フ

レーズ とな る。 この ダ ンス フ レー ズ が, 8回 繰 り

返 され た と ころ で, ダ ンサ ー は360度 回 転 し, 元

の ポ ジ シ ョンに も どる。 こ こで別 の2人 が 歩 い て

現 れ, 動 きを累 積 し続 け る ダ ンサ ーた ち を持 ち上

げて運び, 4人 の位置取 りを変える。この部分は

上演されない場合 もあるが, 1974年11月 ミネアポ

リスでの公演では, 劇場の壁 にもたれて座らせ

る, 2人 を重ねて寝かせる, 1人 を立たせもう1

人をその足元に寝かせる等, 数回の位置変換をし

ている。4人 が並列する位置に運ばれ, 最前列の

1人 が動きの途中で舞台から落ちかけたとき全員

の動きが止まり完結する。

この作品における60年代的要素としては, 上

述のような舞踊的でない単純な動きで構成され

(C), 「累積」 とい う明快 な作 品構造 である

(E)。 動きに筋肉の過度な緊張や膝や足首の舞

踊的伸展, 技巧的なタイ ミングなどはほとんどみ

られない(B)。 位置変換をする以前の部分では

演者は並列に寝た状態で位置変換はな く変化の乏

しい空間構成である(D)。 演者は素人も含んで

いる(F)。 公園のベンチ, イカダの上, 広場など

劇場をも含む野外のあらゆ る場所で上演 された

(H)。 音楽なし(G)。

これらの対して, 動 きがパターン化された滑

らかなフレーズとなつてお り, 演者の即興による

ものではない すなわち, 振付けがなされてい

る(J)。 また, 後半部のダンサーを運ぶとい う独

特の位置変換によって, 同じパターンの繰 り返し

にもかかわらず, 動 きそれ 自体と, 空間に自然な

バ リエーションが生まれるように意図されている

(N・M)。 衣装はシンプルな揃いの白いシャツ

とパンツを使用(R)。

表2 作品構成要素の質的変化
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3)「 セ ッ ト ・ア ン ド ・リセ ッ ト(1983)」 以 下S

& R

無 音 で の 冒 頭, 下 手 奥 よ り4人 の ダ ン サ ー

が, 1人 をバ ック ・ス ク リー ンの上 を歩 い て い る

か の よ うに リフ トしゆ っ く りと上 手 に 向か っ て歩

く。 単 調 な 音 楽 「ロ ン グ ・タ イ ム ・ノ ー ・シ ー

(Long Time No See)」 が始 ま る と共 に, 上 手 よ

り次 々 とダ ンサ ーが 現 れ る。動 きは ブ ラ ウ ンの典

型 で あ る流 動 的 で繊 細 か つ 自然 な質 感 を もつ て い

る。 ス テ ップ は, 細 か く素 早 い。 ス テ ヅプ のみ な

らず 上 体 の動 きに も頻 繁 に細 か い方 向変 換 が あ り

複 雑 で あ る。 作 品 の 進 行 に と もな つて, 上 手 前 へ

と徐 々 に移 動 す る。 中 盤, 舞 台 中央 で の デ ュエ ッ

ト ・トリオが 展 開 す る。 リス クの 高 いパ ー トナ リ

ング や大 き く舞 台 を 突 っ切 る ジ ャ ンプ な どダ イ ナ

ミッ クな動 きが 随 所 に 見 られ るが, ドラマ チ ッ ク

な展 開や 顕 著 な ク ライ マ ックス は な い。 舞 台前 面

を横 切 り下 手 前 まで 進 行 し, 音 楽 が切 れ る と とも

に唐 突 に完 結 。

S&Rは ブ ラ ウ ンの 代 表作 の ひ とつ で あ り, 

ブ ラ ウ ン独 自 の動 きの ス タイ ル が 見 られ る作 品 で

あ る。動 き は流 動 性 と リラ クセ ー シ ョンの共 存 す

る独特 の滑 らか さが あ り, 複雑 で 高度 な ダ ンス フ

レー ズ に よ り全 体 が 構 成 され て い る(J・K・

L)。 リス クの 高 い パ ー トナ ー リ ン グ も含 ま れ て

お り, ダ ンサ ー の技 術 レベ ル は 高 い(0)。 下 手奥

か ら上 手奥, 上 手 前, 下 手 前 へ と踊 りな が ら舞 台

の 端 を 四 角 く移 動 す る構 成 で あ るが, 動 きや 展 開

の 複 雑 さか ら基 本 に な る空 間 構 成 は 明 確 に は 見 え

な い(N・M)。 衣 装 ・舞 台 美 術 は ロ ー シ ェ ン

バ ー グに よる。 衣 装 は半 透 明 の グ レー系 統, 女性

は シ ャ ツ とパ ン ツ男性 はパ ンツ の み(R)。 透 明

な 袖 幕, 大 掛 か りな釣 りも のを 使 う(Q)。 音 楽 は

ロー リー ・ア ンダ ー ソ ンの オ リジ ナル 曲(P)。

[考 察3]ブ ラ ウ ン に 関 す る著 述 の 検 討

1) 日常 性

舞 踊 技 術 を排 除 し, 日常 的 で平 凡 な 動 きを 舞

踊 作 品 の な か に取 り入 れ た こ とは, ジ ャ ドソ ンの

急 進 的 な 特 徴 の ひ とつ で あ る。 ジ ョウ ィ ッ トは レ

イ ナ ー の作 品 を 例 に と り 「非 日常 的 な状 況 の中 で

行 わ れ る, 日常 生 活 また は ス ポ ー ツか ら取 った 姿

勢 や 活 動 が 踊 りを 構 成 し得 る。」 と述 べ て い る

(ジ ョウ ィ ッ ト1988, 308)。RG5で は, 「歩 く」

とい う平 凡 な 動 作 が そ の 素材 とな っ て即 興 的 ゲ ー

ムが 展 開 し, ル ール に 従 うこ とで 生 じる 肉体 的 苦

痛 や 不 自然 さは そ の まま に表 され て い る。 舞 踊 的

で な い 肉体 の生 の 反 応 を そ の ま ま作 品 に持 ち込 ん

で い る ので あ る。

70年 代 に 入 つて ブ ラ ウ ンは, 生 の 日常 を作 品

に持 ち込 む の で は な くシス テ ムに した が つた 動 き

の 開発 に取 り組 む よ うに な る。GPAの 各 々 の 動

き は 「自然 で, 楽 で, 単 純(ブ ラ ウ ン1975, 

29)」 と い っ た 観 点 か ら選 択 され た も の で あ る 。

「質 素 で簡 明 で 見 事 に 選 び 抜 か れ た 動 き の 連 続

(ジ ョウ ィ ッ ト1978, 69)」 「抑 制 の きい た 動 き

で あ り, … 催 眠 的 で リズ ミ ッ ク な 流 れ が あ る

(バ ー ンズ1987, 83)。」 と い った 印 象 を 受 け る
一 連 の 動 きは平 凡 で あ り, 舞 踊 的 な 高 度 さは 見 ら

れ な い 。 動 きや作 品全 体 か ら感 じられ る 「独 特 の

平 淡 な 質(a special quality of plainness and

unexcitability)(シ ー ゲル1974, 41)」 は ジ ャ ド

ソ ン以 来 ブ ラ ウ ンが培 っ て来 た もの で あ り, 現 在

まで 受 け継 が れ て い る と考 え られ る。GPAは, 動

きの 質 感 に お い て は60年 代 的 傾 向に あ るが, 恣 意

的 な 日常 動作 の羅 列 で あ つた り, そ の 場 限 りの即

興 的 動作 で は な い とい う点 で60年 代 か らの 変 容 が

み られ る。

1983年 のS&Rは, 60年 代70年 代 初 頭 に は 見

られ な か った複 雑 で舞 踊 的 に高 度 な 動 きで 構 成 さ

れ て い る。 「滑 らか で つ か み ど ころ の 無 い(キ セ

ル ゴフ1983, 62)」 「現 れ た か と思 うと解 け て し

ま うよ うな 渦 巻 きの よ うな展 開(ア ン ダ ー ソン

1987, 24)」 な どと評 され る独 特 の 流 動 性 を もつ

複 雑 な 動 きは, 80年 代 以 降 の ブ ラ ウン の典 型 的 な

特 徴 と され て い る。 ま た, リス ク の高 いパ ー トナ

リン グや コ ン ビネ ー シ ョンが織 り込 まれ て い るの

も60年 代70年 代 に は 見 られ なか った 傾 向 で あ る。

こ の 様 な 動 き は, 1970年 代 後 期 の ソ ロ 作 品

「ウ ォー タ ーモ ー ター, (1987)」 「グ ラシ ャル ・デ

コー(1978)」 の ころか ら ブ ラ ウ ン の 特 徴 とな つ

て来 た 。(ゴ ー ル ドバ ー グ1986, 155)。

2) ダ ンサ ー

60年 代 の急 進 的 な も う一 つ の側 面 と して ジ ョ

ウ ィ ッ トは 「ダ ンサ ーは, 訓 練 を積 ん で い る い な

い に かか わ らず, 外 見 や 身 振 りに お い て, ご く普

通 の 人 の よ うに見 せ よ うとす る傾 向 が あ った 。」

と述 べ て い る(ジ ョウ ィ ッ ト1988, 308)。RG5

の ダ ンサ ー は ブ ラ ウン, パ クス トンや レイ ナ ー な

どの 他 に, 舞 踊 に関 しては 素 人 で あ る ロ ー シ ェ ン

バ ー グな どの美 術 家 もふ くまれ て い た 。 舞踊 技 術

を 排 除 し, 日常 動 作 や 生 の 身 体 反 応 を 歓 迎 す る

ジ ャ ドソ ンで は素 人 を起 用 す る こ とが な ん ら抵 抗

な く行 わ れ た と言 え よ う。GPAも ダ ンサ ー に 関

して は 同 じ流 れ の 中 に あ る。 しか し, 動 きの 高度

化 に 伴 い, 舞 踊 技 術 に熟 達 した ダ ンサ ーを 使 い始

め る。1980年 以来 現 在 も共 に 活 動 す る ダイ ア ン ・

メイ ドン(Diane Madden)を は じめ とす る ブ ラ ウ

ンの カ ンパ ニ ー の ダ ンサ ーた ちは, 既 成 の 舞 踊 テ

ク ニ ックだ け で な く 日常 的 な動 作 も含 め た 多様 な

動 きに 対 応 で きる優 れ た ダ ンサ ーで あ る と言 え る。

彼 ら との 共 同作 業 に よっ て, ブ ラ ウ ン独 特 の 非 常

に 高 度 で, か つ既 成 の モ ダ ン ダ ン スの テ ク ニ ック

や バ レエ の イ デ ィオ ム に依 存 しな い 動 きが 生 まれ

て くる もの と考 え られ る。
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3) ポ ス トモ ダ ン ダ ン スの 自然 観

ポ ス トモ ダ ン ダ ン スの 舞 踊 家 た ち が 平 凡 で 無

造 作 な動 き を多 用 した 背 景 に は, 彼 ら特 有 の 自然

観 が あ る。 バ ー ンズ に よれ ば, 60年 代70年 代 の ポ

ス トモ ダ ン ダ ンス の 振 付 家 た ち は, 高 度 な テ ク

ニ ヅ クを避 け, 振 付 け を 単 純 化 す るた め に 「自然

な動 き(natural movement)」 を用 い た と し て い

る。 この 「自然 」 とは 「劇 的 な 効 果 を ね ら つ た

り, 感 情 表 現 や 言 葉 の置 き換 え で あ った り, 技 巧

的 な タ イ ミングか ら引 き 出 され るた め に 変 形 され

た動 き で は な い も の(バ ー ンズ1987, 17)」 で あ

り, 事 象 の描 写 や 感 情 表 現 で は な くダ ン カ ンや グ

ラー ム, ハ ンフ リー な どの 自然 観 注3)とは大 き く異

な る。 ま た, 市 川 は 「自然 へ の回 帰 は 確 実 に ポ ス

トモ ダ ニ ズ ム の一 面 で あ る。」 と し, エ コ ロ ジ ー

運 動 に共 通 す る 思 想 が あ っ た と し て い る 。 そ し

て, 「身 体 の ス ケ ール に 忠 実 で あ ろ う とす れ ば ポ

ス ト ・モ ダ ン ・ダ ンス は 日常 的 な身 振 りに 接 近 し

て行 くの も当然 で あ ろ う。」 と述 べ, 描写 を避 け, 

体 の ス ケ ール に忠 実 に動 こ うとす る姿 勢 を 指 摘 し

て い る(市 川1983, 131)。 また, ブ ラ ウ ン らが

60年 代 末 に影 響 を受 け た とす る太 極 拳 の教 えは, 

自然 の流 れ に沿 つ て動 くと言 うこ とで あ る(ジ ョ

ウ ィ ッ ト1988, 326)。 いず れ に して も, 自己 の

身体 の ス ケ ール か ら外 れ ず, 無 理 を せ ず 滑 らか に

動 く こ とは60年 代 特 有 の 自然 観 か ら発 す る もの と

考 え られ る。S&Rに は60年 代 的 な 単 純 さや 素 朴

さは失 わ れ て い るが, 「自然 発 生 的 に 見 え る(spo-

ntaneous-looking)(ゴ ール ドバ ー グ1986155)」

と も形 容 され る動 き の もつ 流 動 的 な 自然 さは この

自然 観 を想 起 させ る。S&Rも 含 め, 動 きが 高 度

化 す る70年 代 後 半 か ら の ブ ラ ウ ン の作 品 を 見 る と

き, 複 雑 な動 き の 中 に もそ の 自然 観 が 内在 して い

る と感 じ られ る。

4) プ ロセ ス とプ ロダ ク ト

RG5で は ル ー ル に 従 った あ る 種 の 即 興 に

よ って作 品 を成 立 させ て い る。 そ して 観 客 は あ ら

か じめ振 付 け られ た ダ ン スを 見 る ので は な く, そ

の場 で の ダ ンサ ー の判 断 に よつて 生 み 出 され る動

きや空 間 を見 る こ と とな る。60年 代70年 代 初 頭 ま

で の ブ ラ ウ ンに は 「ダ ンサ ー の主 観 的 な 経 験 を 第

一 と し, 観 客 の経 験 を 二 次 的 な も の とす る(シ ー

ゲ ル1974, 41)。」 姿 勢 が 伺 え る。 完 成 品 と して

の作 品 プ ロダ ク ト を 観 客 に 提 示 す る こ と

よ りも, ダ ンサ ーが そ の場 で 判 断 し動 くこ とで 作

品 が構 築 され て行 く プ ロセ ス を 重 要 視 し

た の で あ る。

GPAは 「累 積 」 とい うプ ロセ スを 見 せ る作 品

で あ る。 しか しなが ら, ダ ンサ ーの 自 由度 は うば

われ て い る。 この点 で, そ れ まで の ダ ンサ ーの 即

興 優 位 で あ っ た60年 代 的 傾 向か ら の転 換 が 見 られ

る。

S&Rで は一 連 の言 語 指 示 を 与 え られ た ダ ン

サ ー の即 興 を用 い て(ブ ラ ウ ン21975, 66)振 付

け を進 め て い る。 この よ うに シ ステ ムや 言 語 指示

を 与 え た ダ ンサ ー との即 興 に よ り動 きを 創作 して

行 く方 法 を とる よ うに な った のは, 1970年 代 初 頭

か らで あ る が, 「立 方 体 シス テ ム」に基 づ く 「ロ ー

カスLocus」 を 振 り付 け た1975年 か ら, 作 品 の

構 築 され て 行 くプ ロセ ス は必 ず しも視 覚 的 に 明 確

で な くな り(ジ ョウ ィ ッ ト1978, 69), これ は 動

きの 高 度化 とほ ぼ 同時 に起 こ つ て い る。 即 興 を 新

た な 動 きを 開発 す る方 法 と して用 いた の で あ る。

ブ ラ ウ ンが ダ ンサ ー た ち と共 同作 業 を 進 め る様 子

は ビ レ ッ ジ ・ボ イ ス の 中 に も紹 介 さ れ て い る

(ジ ョウ ィ ッ ト197868)。 そ して, 70年 代 末, 

大 劇 場 に 上 演機 会 を得, 舞 台美 術 家 や 音 楽 家 との

大 規 模 な コ ラボ レー シ ョ ンを始 めた こ とは プ ロセ

ス よ りも完成 され た統 一 体 と して の作 品 創 作 の 方

向へ と, ブ ラ ウ ンの 大 き な転 換 点 と な つた とい え

る。

[結 論 及 び 展 望]

1. 結 論

1970年 代 は, ブ ラ ウ ンの60年 代 的 な要 素 を も

つ 舞 踊 か らの 転 換 期 に あ た る。 す なわ ち, 70年 代

初 頭 は, 単 純 な 動 き, 空 間構 造, 作 品 コ ン セ プ ト

な ど60年 代 ジ ャ ドソ ンの特 徴 を残 しなが ら も, 単

な る 日常 動作 で は な い動 き の 開発 に取 り組 み は じ

め た 。 劇 場 用作 品 を次 々 と発 表 す る よ うに な つた

70年 代 末 か ら80年 代 に至 つ て は, 舞 踊 技 術 に 熟 達

しか つ 多 様 な 動 きに対 応 で き る優 れ た ダ ンサ ーを

使 い, 舞 台 美術 や音 楽 を駆 使 した完 成 度 の高 い 作

品 を 創 り出 す よ うに な つ た。

しか しな が ら, ブ ラ ウ ンが 現 在 で も ジ ャ ドソ

ン ・ダ ンス ・シア タ ー の流 れ を汲 む 代 表 的 存 在 と

して 語 られ るの は, 次 の よ うな60年 代 的 傾 向が 見

られ るた め で あ る。1)動 き の質 感 に お いて, 日常

性 に 源 の あ る平 淡 さが あ る。2)動 き の質 感 に お い

て, ポ ス トモ ダ ンダ ンス の 自然 観 に 由来 す る流 動

性 が あ る。3)感 情 表 現 や 描 写 をせ ず, 意 味 を 内包

しな い 動 き とそ の構 成 に拘 つ た作 風 を 守 り続 け て

い る。

2. 展 望

1992年7月29日 ・30日 に ニ ュー ヨ ー ク, リン

カ ー ン ・セ ン タ ー の ア リス ・タ リー ・ホ ール で

は, イ ボ ン ヌ ・レイ ナ ー, メ レデ ィス ・モ ン ク

(Meredith Monk), ポ ー ル ・テ イ ラ ー(Paul

Taylor)な どを含 む, 60年 代 の前 衛 と呼 ば れ た9

人 の 舞踊 家 に よる 当時 の作 品 が 上 演 され た 。 か つ

て の 前衛 的活 動 も30年 の 月 日が 経 過 した 現 在 で

は, ア メ リカ舞 踊 史 の一 時 代 と して 年 一 回 の フ ェ

ス テ ィバ ル の プ ログ ラ ム に組 み 込 まれ て い る感 が

あ る。 しか しな が ら, 「1950年 代, 60年 代, 70年 代

に か け て の極 端 な試 み は, …間 違 いな く(ア メ リ
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カ の)舞 踊 の 概 念 を 変 え た 。(オ ウ1988, 173)」

と ア メ リカ の 舞 踊 史 家 ス ーザ ン ・オ ウ(Susan

Au)も 指 摘 す る よ うに, ポ ス トモ ダ ンダ ンス の思

想 は, ア メ リカ現 代 舞 踊 の 中 に深 く浸 透 し, そ の

独 自性 を 形 成 す る一 つ の 源 とな つて い る。 世 界 の

舞 踊 の指 向が, ア メ リカの 抽象 主 義 的 な も のか ら

ヨー ロ ッパ の 表 現 主 義 的 な もの に傾 斜 す る現 在, 

ア メ リカ的 抽 象 を 貫 き, ヨー ロ ッパ で も活 躍 す る

ブ ラ ウ ンが, 今 後 どの よ うな活 動 を展 開す る のか

注 目 して 行 きた い 。

[注]

1) ジ ョウィッ トは 「ダ ンス ・テクニ ック」 「演技 や美

しさ」 「照 明 ・衣 装 ・道 具 に よつて創 り出 され る錯

覚」 「音楽に よって引 き出されるクライマ ックス」 な

どの 「技術」を除外 した事 にジ ャ ドソンの特質 を見い

だ し, これ らの事柄が, 当時 「芸術ではない」 と して

批判の的 とな つた と述 べている。(文 献11, 309)

2) ブ ラ ウンの創作 方法 につ いて は ブラ ウーン 自身 が

語 った もの(文 献6. 62-64)と ジ ョウィッ トの観察

に よるもの(文 献9. 71)(文 献10. 44-45)を 参考に

した。

3)バ ーンズに よれば, ダ ンカ ンや フラー な どの先 駆

者たちは, 自然現象を身振 りで模 倣表 現す るこ とを

自然な動 きとし, マーサ ・グ ラー ムや ドリス ・ハ ン
フ リーは呼吸に根 差 した動 きに 自然 さを見 た。 しか

し, ポス トモダ ンの舞踊 家 た ちに とって の 自然 な動

きとは, これ らとは全 く異 な つた もので あ ると して

いる。(文 献3, 17)
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